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「公園と商店街の融合」

中心市街地の理想像



これまでの活動

1. 商店街・経済政策の知識をインプット

2. 中心市街地の現状リサーチ

　・中心市街地の視察
　・駅前での若者をターゲットにしたヒアリング調査
　・市内飲食店に対する活動調査

3. 現状分析

4. 中心市街地の理想像



現状リサーチからわかったこと



• 飲食店同士が離れている

• お店がやっているのかわからない

• 錆の多さ

• 空き家＆廃ビルの多さ 

• ベルロードの標記が小さい

中心市街地の視察



ヒアリング調査において若者をターゲットにする理由

• 若者をターゲット
→若者層（０～４９）とベテラン層（５０～１００）の人口を比較すると約６０００人ベテラン層が多い

• 年々人口が減る中、若者が大いに減っている
→若者が必要とする町とは

・若者の都市郊外への人口流入が今度課題になっていく



ヒアリング調査の結果



1. 滝川市にほしいもの
・café
・巨大な公園

2. 中心市街地の現状について
・さみしい
・活気がない

3. 中心市街地にほしいもの
・café
・気軽に立ち寄れるお店

4. 中心市街地の悪いところ
・道が悪い
・治安が悪い



市内飲食店に対する活動調査

年数 客数（平日／休日） 売上（平日／休日） 例大祭 １０年
後

一般ファストフード店 70／90 80,000／100,000

Ａ店 43 40／80 50,000／100,000 × ○

Ｂ店 20 75／85 60,000／76,500 × △

Ｃ店 17 10／10 10,000／15,000 × ×

Ｄ店 65 50／70 50,000／90,000 ×

Ｅ店 53 30／50 15,000／20,000 × △

Ｆ店 10 20／弁当主体 20,000／？ × ○

Ｇ店 31 60／80 72,000／96,000 ○



現状分析



ヒアリング調査や中心市街地の
視察を通してわかってきたこと

• ベルロードのシャッター街化＝中心市街地の発展を妨げている

• 駅前の視覚が悪い

• 飲食店のバラつきによる集客力の低下

• ベルロードの老朽化

• 学生（若者）の勉強する場がない

• 緑が少ない



公園を中心とした新たな中心市街地を作る

→中心市街地の場所は変えないが、中心市街地に新しい建物を建てる
→他県・他都市からの自営業者や新しく事業を始めたい人を呼ぶ

どのように呼ぶ？？
→設備や場所代を市が負担→若者がチャレンジしやすい街・環境を作
る



現状分析からみた理想像



「公園と商店街の融合」

中心市街地の理想像



現状と理想像の紐づけ



1.公園があるメリット

2.中心市街地に人が住んでもらうためには

3.商店街に自営業者を呼ぶには



国土交通省より

健康 子育て教育効果 観光復興効果

経済活性化効果

1. 公園があるメリット





公園があることで生活水準の
向上が見込まれる



2. 中心市街地に人が住んでもらうためには

主なターゲットは子育て世帯

・なぜ子育て世帯がターゲットか

→公園という子供の発達・発育に必要な要素を使い子育て世帯を呼び込むことで、子育て世帯の消費の増
加を促す・子供の目が届くところに働きの場を設けられる・治安の維持が向上することが見込まれる。

・中心市街地の中に保育所を作って保育の一環として公園の利用を進める

→公園の利用促進、近くの保育場へ通ってくれる安心感＋育児への負担削減

・中心市街地に住んでもらう子育て世帯に「滝川住み替え支援補助制度」の金額上限アップ

例：月額家賃補助の上限２万円を３万円にアップ

子育て世帯が住みよい町へ



チャレンジしやすい町とは？？

・自営業を始めるにはお金がかかる、そのためリスクが伴う

→店内設備を市が整える、また場所の提供

3.商店街に自営業者を呼ぶには

自営業者にとってチャレンジしやすい町へ

機材が、
土地代が、

お店始めたいけど・・・

滝川市がカバー
してくれる！？

お店始めやすい！



理想像からの効果



・新たな雇用の創出

・子育て世帯を中心とした市内住み替えの増加

・治安の改善による住みやすい町へ

・老朽化施設の改善

・都市機能の集約化


